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YK010　Rat C-Peptide EIA キット

Ⅰ．はじめに

　本ラット C-ペプチド EIAキットは、ラットの血漿および尿中の total C-ペプチド濃度を測

定できる簡便で安定な測定系です。インスリンの前駆体、プロインスリンはＢ細胞内でプ

ロセシングを受け、インスリンと C-ペプチドを生成した後、ほぼ等モル比で血中に放出さ

れます。したがって、血中 C-ペプチド濃度は血中インスリン濃度を反映していますし、イ

ンスリン投与時の膵Ｂ細胞機能を C-ペプチドの測定により知ることが出来ます。また、C-

ペプチドの半減期はインスリンのそれより長いという特徴をもっています。すでにヒト C-

ペプチドRIA系は確立され、膵Ｂ細胞機能の診断に広く有効に用いられています。しか

し動物種により C-ペプチドのアミノ酸配列が異なるため、ヒト C-ペプチドの測定系により、

ラットの C-ペプチドの測定は出来ません。

ラットには２種類のインスリンが存在することを反映し、２種類の C-ペプチドが存在しま

す。本ラット C-ペプチド EIAキットでは、２種類のラット C-ペプチドの間で同一のアミノ

酸配列であるＣ端部を認識するポリクローナル抗体を使用し、ラット C-ペプチドⅠを標準

抗原、ビオチン化ラット C-ペプチドⅠを標識抗原とすることにより、ラットの血漿および

尿中の total C-ペプチド濃度の測定を可能にしました。本 EIAキットは、ラット膵Ｂ細胞機

能の変化を検討する上で、きわめて有効に使用できます。

YK010　Rat C-Peptide EIA キット

 1.56～50 ng/mLの範囲を測定できます。    　　　　 内容

 測定は約 5.5時間で終了します。　　　　　　　　　　 1）抗体固定化プレート

 41検体を duplicateで測定できます。　　　　         2）凍結乾燥ラット C－ペプチド標準品(50ng)

 細胞培養液、血漿、血清、尿サンプルの測定が可能です。 3）凍結乾燥ビオチン化ラット C－ペプチド

 プレートは一列（8ウエル）ずつ取り外しができますので 4）ウサギ抗ラット C－ペプチド抗体溶液

キットの分割使用が可能です。 　　　　　　　　　　 5）ストレプトアビジンーHRP（SA-HRP）溶液

6）基質溶解液

　　　　 7）OPD錠

8）酵素反応停止液

9）緩衝液

　　　　　10）濃縮洗浄液

      　　11)プレート密閉用シール

保存と安定性

2～8℃で保存してください。製造日より 18ヶ月は安定です。
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Ⅱ． 基本性能

添加回収試験

  Sample　　　　  C-Peptide added  Observed  Expected        Recovery

　　No. 　　 ng/mL   ng/mL   ng/mL 　(%)

　　 1        -　　        5.70   　　    5.70 　          -　　　

　　 2 　　　 2　       　 6.26            6.13          102.20

　　 3 　　　 5　　 　 10.20           10.10 　       100.60

　　 4 　　　25　         32.20           30.10          106.90

 同時再現性　CV (%) 3.38～8.83

 日差再現性　CV (%) 5.56～8.41

Rat C-Peptide Standard Curve
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III．貯蔵法および有効期間

＜貯蔵＞ 遮光して、2～8℃にて保存してください。

＜有効期間＞ 製造日より 18ヶ月

＜包装＞ 1キット 96テスト分（標準曲線作成用も含む）
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